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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙葉類の画像を読み取る画像読取手段と、
　前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像から、この紙葉類の外形形状を検出する外
形形状検出手段と、
　前記外形形状検出手段が外形形状を検出した紙葉類について、検出された外形形状に基
づいて欠損または折れにより検出されていない紙葉類の角を特定する未検出角特定手段と
、
　前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像と、装置本体がこの紙葉類について記憶し
ている基準画像と、を照合し、この紙葉類が正規の紙葉類であるかどうかを識別する識別
手段と、を備え、
　前記識別手段は、前記未検出角特定手段により特定された未検出角が３つであれば、照
合時における前記基準画像と、前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像と、の位置合
せを、この紙葉類について検出されている角で行う紙葉類識別装置。
【請求項２】
　紙葉類の画像を読み取る画像読取手段と、
　前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像から、この紙葉類の外形形状を検出する外
形形状検出手段と、
　前記外形形状検出手段が外形形状を検出した紙葉類について、検出された外形形状に基
づいて欠損または折れにより検出されていない紙葉類の角を特定する未検出角特定手段と
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、
　前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像と、装置本体がこの紙葉類について記憶し
ている基準画像と、を照合し、この紙葉類が正規の紙葉類であるかどうかを識別する識別
手段と、を備え、
　前記識別手段は、前記未検出角特定手段により特定された未検出角が２つであれば、照
合時における前記基準画像と、前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像と、の位置合
せを、この紙葉類について検出されている２つの角を結ぶ直線の中心で行う紙葉類識別装
置。
【請求項３】
　紙葉類の画像を読み取る画像読取手段と、
　前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像から、この紙葉類の外形形状を検出する外
形形状検出手段と、
　前記外形形状検出手段が外形形状を検出した紙葉類について、検出された外形形状に基
づいて欠損または折れにより検出されていない紙葉類の角を特定する未検出角特定手段と
、
　前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像と、装置本体がこの紙葉類について記憶し
ている基準画像と、を照合し、この紙葉類が正規の紙葉類であるかどうかを識別する識別
手段と、を備え、
　前記識別手段は、前記未検出角特定手段により特定された未検出角が２つであれば、照
合時における前記基準画像と、前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像と、の位置合
せを、この紙葉類について検出されている２つの角を結ぶ直線の中心で行い、また前記未
検出角特定手段により特定された未検出角が３つであれば、照合時における前記基準画像
と、前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像と、の位置合せを、この紙葉類について
検出されている角で行う紙葉類識別装置。
【請求項４】
　前記識別手段が照合時に前記基準画像と、前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像
と、の位置合せを行う位置毎に、照合時に用いる重み付けテーブルを記憶する重み付けテ
ーブル記憶手段を備え、
　前記重み付けテーブルは、前記紙葉類について前記基準画像との照合を行う位置と、そ
の位置における照合結果に対する重み付けを対応づけたテーブルであり、
　前記識別手段は、照合時に前記基準画像と、前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画
像と、の位置合せを行った位置に応じた前記重み付けテーブルを用いて、この紙葉類を識
別する請求項１～３のいずれかに記載の紙葉類識別装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、紙幣や有価証券等の紙葉類の投入を受け付け、投入された紙葉類が正規の
紙葉類であるかどうかを識別する紙葉類識別装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、紙幣や有価証券等の紙葉類の投入を受け付け、投入された紙葉類が正規の紙葉類
であるかどうか、言い換えれば真券であるかどうか、を識別する紙葉類識別装置が種々の
装置に適用されている。例えば、紙幣を識別する紙幣識別装置は金融機関に設置されてい
るＡＴＭやＣＤ、駅に設置されている券売機等に適用されている。紙葉類識別装置は、真
券であると識別した紙葉類を受け付けて処理する。また、真券であると識別できなかった
紙葉類については放出し、この紙葉類を投入した者に返却する。
【０００３】
　従来の紙葉類識別装置は、本体に投入された紙葉類の画像を読み取り、読み取った画像
から紙葉類の外形形状を検出している。一般に、紙幣や有価証券等の紙葉類は矩形（長方
形）である。このとき、破れ等による紙葉類の欠損部分や、折れ等による折れ部分の検出
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も行っている。例えば、特許文献１には、紙葉類の２値化画像から、先端、後端、先端部
において同じ幅が続く左右端、および後端部において同じ幅が続く左右端を検出し、これ
らの検出情報を基に投入された紙葉類の４角を求めることで、この紙葉類の外形形状を検
出するとともに、破れ等による欠損部分を検出することが記載されている。また、特許文
献２には、紙葉類の厚みを検出する厚み検出センサを用いて、この紙葉類の欠損部分と、
折れ部分とを区別して検出することが記載されている。
【０００４】
　紙葉類識別装置は、本体に記憶している紙葉類の基準外形形状と、検出した紙葉類の外
形形状とを照合し、この紙葉類が真券であるかどうかを識別する外形形状による識別と、
本体に記憶している基準画像と、読み取った紙葉類の画像とを照合し、この紙葉類が真券
であるかどうかを識別する画像のマッチングによる識別と、を行う。外形形状による識別
で真券であると識別できなかった紙葉類については、画像のマッチングによる識別を行う
ことなく放出する。画像のマッチングでは、基準画像と、読み取った紙葉類の画像とを、
基準画像の中心で位置合せを行い、画素毎に類似度を検出する。また、真券であるにもか
かわらず真券であると識別できずに放出する紙葉類を抑えるために、特許文献２に示され
ているように先に検出した紙葉類の欠損部分や折れ部分を、この画像のマッチングに用い
ないことが提案されている。紙葉類識別装置は、この画像のマッチングにより真券である
と識別した紙葉類を受け付けて処理する。
【特許文献１】特開平２－１６８１０４号公報
【特許文献２】特開平４－２９１４８４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の紙葉類識別装置は、紙葉類の経年変化や含水量などによる伸縮の
影響を抑えて画像のマッチングによる識別を行うために、基準画像と、読み取った紙葉類
の画像との位置合せを基準画像の中心で行っている。このため、欠損や折れにより紙葉類
の読取画像から、この紙葉類の角が２つ以上検出できなかった場合、紙葉類の中心が適正
に求められず、画像のマッチング時における基準画像と紙葉類の読み取り画像との位置合
せが適正に行われない可能性が高くなる。したがって、その角が２つ以上検出できなかっ
た紙葉類については、画像のマッチングにおいて真券であるにもかかわらず、真券である
と識別できずに放出する、所謂リジェクトする、紙葉類の発生を十分に抑えることができ
ないという問題があった。
【０００６】
　この発明の目的は、欠損や折れにより検出できなかった紙葉類の角の個数に応じて、画
像のマッチング時における基準画像との合せ位置を変更することで、真券であるにもかか
わらず、真券であると識別できずに放出する紙葉類の発生が十分に抑えられる紙葉類識別
装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明の紙葉類識別装置は、上記課題を解決するために以下の構成を備えている。
【０００８】
　（１）紙葉類の画像を読み取る画像読取手段と、
　前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像から、この紙葉類の外形形状を検出する外
形形状検出手段と、
　前記外形形状検出手段が外形形状を検出した紙葉類について、検出された外形形状に基
づいて欠損または折れにより検出されていない紙葉類の角を特定する未検出角特定手段と
、
　前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像と、装置本体がこの紙葉類について記憶し
ている基準画像と、を照合し、この紙葉類が正規の紙葉類であるかどうかを識別する識別
手段と、を備え、
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　前記識別手段は、前記未検出角特定手段により特定された未検出角が３つであれば、照
合時における前記基準画像と、前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像と、の位置合
せを、この紙葉類について検出されている角で行う。
【０００９】
　この構成では、画像読取手段が読み取った紙葉類の画像から、外形形状検出手段がこの
紙葉類の外形形状を検出する。また、未検出角特定手段が検出された外形形状に基づいて
欠損または折れにより検出されなかった角を特定する。一般に、紙幣や有価証券等の紙葉
類は矩形（長方形）であり、その角が４つである。識別手段は、紙葉類の未検出角が３つ
であった場合、言い換えれば検出できた紙葉類の角が１つであった場合、検出した角で基
準画像との位置合せを行い、基準画像と照合する。これにより、検出できた紙葉類の角が
１つであった紙葉類についても、画像の照合時における基準画像と紙葉類の読取画像との
位置合せが適正に行え、真券であるにもかかわらず、真券であると識別できずに放出する
紙葉類の発生を抑えることができる。
【００１０】
　（２）紙葉類の画像を読み取る画像読取手段と、
　前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像から、この紙葉類の外形形状を検出する外
形形状検出手段と、
　前記外形形状検出手段が外形形状を検出した紙葉類について、検出された外形形状に基
づいて欠損または折れにより検出されていない紙葉類の角を特定する未検出角特定手段と
、
　前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像と、装置本体がこの紙葉類について記憶し
ている基準画像と、を照合し、この紙葉類が正規の紙葉類であるかどうかを識別する識別
手段と、を備え、
　前記識別手段は、前記未検出角特定手段により特定された未検出角が２つであれば、照
合時における前記基準画像と、前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像と、の位置合
せを、この紙葉類について検出されている２つの角を結ぶ直線の中心で行う。
【００１１】
　この構成では、紙葉類の未検出角が２つであった場合、言い換えれば検出できた紙葉類
の角が２つであった場合、検出できた２つの角を結ぶ直線の中心で基準画像との位置合せ
を行い、基準画像と照合する。これにより、検出できた紙葉類の角が２つであった紙葉類
についても、画像の照合時における基準画像と紙葉類の読取画像との位置合せが適正に行
え、真券であるにもかかわらず、真券であると識別できずに放出する紙葉類の発生を抑え
ることができる。
【００１２】
　（３）紙葉類の画像を読み取る画像読取手段と、
　前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像から、この紙葉類の外形形状を検出する外
形形状検出手段と、
　前記外形形状検出手段が外形形状を検出した紙葉類について、検出された外形形状に基
づいて欠損または折れにより検出されていない紙葉類の角を特定する未検出角特定手段と
、
　前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像と、装置本体がこの紙葉類について記憶し
ている基準画像と、を照合し、この紙葉類が正規の紙葉類であるかどうかを識別する識別
手段と、を備え、
　前記識別手段は、前記未検出角特定手段により特定された未検出角が２つであれば、照
合時における前記基準画像と、前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像と、の位置合
せを、この紙葉類について検出されている２つの角を結ぶ直線の中心で行い、また前記未
検出角特定手段により特定された未検出角が３つであれば、照合時における前記基準画像
と、前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画像と、の位置合せを、この紙葉類について
検出されている角で行う。
【００１３】
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　この構成は、上記（１）、（２）の構成を組み合わせたものであり、上記（１）および
（２）で説明したように、検出できた紙葉類の角が１つ、または２つであった紙葉類につ
いても、画像の照合時における基準画像と紙葉類の読取画像との位置合せが適正に行える
ので、真券であるにもかかわらず、真券であると識別できずに放出する紙葉類の発生を抑
えることができる。
【００１４】
　（４）前記識別手段が照合時に前記基準画像と、前記画像読取手段が読み取った紙葉類
の画像と、の位置合せを行う位置毎に、照合時に用いる重み付けテーブルを記憶する重み
付けテーブル記憶手段を備え、
　前記重み付けテーブルは、前記紙葉類について前記基準画像との照合を行う位置と、そ
の位置における照合結果に対する重み付けを対応づけたテーブルであり、
　前記識別手段は、照合時に前記基準画像と、前記画像読取手段が読み取った紙葉類の画
像と、の位置合せを行った位置に応じた前記重み付けテーブルを用いて、この紙葉類を識
別する。
【００１５】
　この構成では、基準画像と紙葉類の読取画像との照合時において、両画像の合せ位置に
応じて重み付けしたテーブルを用いる構成としたので、紙葉類の識別精度を高めることが
できる。
【発明の効果】
【００１６】
　この発明によれば、紙葉類の読取画像と基準画像との合せ位置を、欠損や折れにより検
出できなかった紙葉類の角の個数に応じて変更するので、複数の角が検出できなかった紙
葉類に対して、真券であるにもかかわらず、真券であると識別できずに放出する紙葉類の
発生を抑えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、この発明の実施形態にかかる紙幣識別装置について説明する。
【００１８】
　図１は、この実施形態の紙幣類識別装置の構成を示すブロック図である。紙幣識別装置
１は、装置本体の動作を制御する制御部２と、装置本体に投入された紙幣の画像を読み取
る画像読取部３と、画像読取部３が読み取った画像（以下、読取画像と言う。）を処理し
、装置本体に投入された紙幣が真券であるかどうかを識別する画像処理部４と、紙幣の基
準画像を記憶する紙幣情報記憶部５と、基準画像と読取画像との照合時に両画像の位置合
せを行う合せ位置毎に、照合に用いる重み付けテーブルを記憶する重み付けテーブル記憶
部６と、画像処理部４における紙幣の識別結果を出力する出力部７と、図示していない紙
幣搬送路に沿って紙幣を搬送する紙幣搬送部８と、この紙幣搬送路に沿って搬送されてい
る紙幣の厚みを検出する厚み検出部９と、を備えている。
【００１９】
　画像読取部３は、紙幣搬送路を搬送されている紙幣の画像を読み取るラインセンサを有
し、紙幣搬送路を搬送されている紙幣の読取画像を多値画像データで取得する。画像処理
部４は、画像読取部３が取得した紙幣の読取画像を用いて、この紙幣の外形形状を検出し
、紙幣の４角について欠損や折れにより検出できなかった紙幣の角を特定する。また、画
像処理部４は、画像読取部３が取得した紙幣の読取画像と、紙幣情報記憶部５に記憶して
いる基準画像と、の照合を行い、その類似度により紙幣を識別する。画像処理部４は、欠
損や折れにより検出されなかった紙幣の角の個数に基づいて、読取画像と基準画像との位
置合せを行う合せ位置を決定し、両画像をここで決定した合せ位置で合わせて照合する。
具体的には、欠損や折れにより検出されなかった紙幣の角の個数が０または１つである紙
幣については、基準画像の中心で読取画像と基準画像との位置合せを行う（図２（Ａ）、
（Ｂ）参照）。また、欠損や折れにより検出されなかった紙幣の角の個数が２つである紙
幣については、検出された紙幣の２つの角を結ぶ直線の中心で読取画像と基準画像との位
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置合せを行い（図２（Ｃ）参照）、欠損や折れにより検出されなかった紙幣の角の個数が
３つである紙幣については、検出された紙幣の１つの角で読取画像と基準画像との位置合
せを行う（図２（Ｄ）参照）。出力部７は、画像処理部４における紙幣の識別結果を上位
装置へ出力する。この上位装置は、この紙幣識別装置１が適用されている装置であり、例
えば金融機関に設置されているＡＴＭやＣＤ、駅に設置されている券売機である。
【００２０】
　重み付けテーブル記憶部６には、マッチング時における読取画像と基準画像との位置合
せを行う位置毎に、図３に示す重み付けテーブルが記憶されている。図３（Ａ）は基準画
像の中心で読取画像と基準画像との位置合せを行ったときに用いる重み付けテーブルであ
り、図３（Ｂ）は検出された紙幣の２つの角を結ぶ直線の中心で読取画像と基準画像との
位置合せを行ったときに用いる重み付けテーブルであり、図３（Ｃ）は検出された紙幣の
１つの角で読取画像と基準画像との位置合せを行ったときに用いる重み付けテーブルであ
る。この重み付けテーブルは、紙幣を縦、横に分割したエリア毎に、基準画像との類似度
に対する重みを設定したテーブルであり、その値が大きいエリアほど紙幣の識別に用いる
比率が大きい。基準画像の中心で読取画像と基準画像との位置合せを行ったときに用いる
重み付けテーブルは全エリアの重みが均一である。また、検出された紙幣の２つの角を結
ぶ直線の中心で読取画像と基準画像との位置合せを行ったときに用いる重み付けテーブル
はこの２つの角を結ぶ直線に近いほど重みが大きい。検出された紙幣の１つの角で読取画
像と基準画像との位置合せを行ったときに用いる重み付けテーブルは、位置合せを行った
角に近いほど重みが大きい。厚み検出部９は、紙幣搬送路を搬送されている紙幣の幅方向
の複数点でこの紙幣の厚みを検出する。
【００２１】
　次に、この実施形態の紙幣処理装置１における紙幣の識別処理について説明する。図４
は、この実施形態の紙幣識別装置における紙幣の識別処理を示すフローチャートである。
紙幣処理装置１は、紙幣搬送部８により紙幣搬送路に沿って搬送されている紙幣の画像を
画像読取部３で読み取る（ｓ１）。紙幣の読取画像は、多値画像である。また、紙幣処理
装置１は、厚み検出部９において紙幣搬送路を搬送されている紙幣の幅方向の複数点でこ
の紙幣の厚みを検出している。画像処理部４は、ｓ１で取得した紙幣の読取画像を処理し
て、この紙幣の外形形状を検出する外形形状検出処理を行う（ｓ２）。
【００２２】
　図５は、この外形形状検出処理を示すフローチャートである。画像処理部４は、ｓ１で
取得した読取画像である多値画像を２値画像に変換する２値化処理を行う（ｓ２１）。画
像処理部４は、ｓ２１で２値化した２値画像を用いて、紙幣の輪郭をトレースし（ｓ２２
）、この紙幣について欠損や折れにより検出できなかった角を特定する（ｓ２３）。画像
処理部４は、２値画像において紙幣の輪郭線をトレースし、トレースした紙幣の輪郭線に
おいて一定長さ以上の直線成分を持つ２つの直線が直交している点を紙幣の角として検出
する。図６（Ａ）は紙幣の４つの角が検出できた場合を示しており、図６（Ｂ）は欠損ま
たは折れにより紙幣の１つの角が検出できなかった場合を示しており、図６（Ｃ）は欠損
または折れにより紙幣の２つの角が検出できなかった場合を示しており、図６（Ｄ）は欠
損または折れにより紙幣の３つの角が検出できなかった場合を示している。
【００２３】
　紙幣処理装置１は、画像処理部４で本体に投入された紙幣の外形形状を検出すると、今
回検出できなかった紙幣の角があれば（ｓ３）、検出できなかった角毎にその角が欠損に
より検出できなかったのか、折れにより検出できなかったのかを判定する。欠損、または
折れの判定は、厚み検出部９において検出された紙幣の厚みにより判定される。具体的に
は、角が検出できなかった辺について、その厚みが紙幣の厚みの略２倍以上であれば折れ
であると判定し、その他の場合に欠損であると判定する。また、画像処理部４はこのとき
に、この紙幣について破れにより穴が空いている欠損箇所の有無の検出も行っている。紙
幣処理装置１は、欠損があると判定した欠損紙幣については損券レベルを大に設定し（ｓ
５）、反対に折れの有無にかかわらず欠損が無かった紙幣については損券レベルを小に設
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定する（ｓ６）。
【００２４】
　紙幣処理装置１は、ｓ５またはｓ６で損券レベルを設定すると、基準画像と読取画像と
の照合による紙幣の識別処理を行う（ｓ７）。図７は、この識別処理を示すフローチャー
トである。この識別処理は、画像処理部４で行われる。画像処理部４は、ｓ１で読み取っ
た紙幣の多値画像データを用いて紙幣の識別を行う。画像処理部４は、ｓ２の外形形状検
出処理で紙幣の角が４つ全て検出されている紙幣、または検出できなかった角が１つであ
る紙幣であれば（３つの角が検出された紙幣であれば）、紙幣情報記憶部６に記憶してい
る紙幣の基準画像との位置合せを、図２（Ａ）、（Ｂ）に示したように、この基準画像の
中心で行う（ｓ３１→ｓ３４）。画像処理部４は、基準画像と読取画像との位置合せを完
了すると、ｓ２における外形形状検出処理で検出した紙幣の欠損部分および折れ部分を今
回の紙幣の識別に用いない領域に設定する（ｓ３５）。言い換えれば、ｓ３５ではこの紙
幣について検出されている欠損部分および折れ部分をマスクする。
【００２５】
　次に、画像処理部４は重み付けテーブル記憶部６から、基準画像の中心で位置合せを行
ったときに用いる重み付けテーブル（図３（Ａ）に示す重み付けテーブル）を読み出す（
ｓ３６）。ｓ３６で読み出す重み付けテーブルは、上述したように紙幣を縦、横に分割し
たエリアの重みが均一である。画像処理部４は、ｓ３５でマスクした領域を除いた領域で
、画素毎に基準画像と読取画像との画素値の差分（絶対値）を算出し、ｓ３６で読み出し
た重み付けテーブルにおいて縦、横に分割されている紙幣のエリア毎に類似度を算出する
（ｓ３７）。ｓ３７では、例えばエリア毎に画素値の差分（絶対値）の平均値に、そのエ
リアに対応づけられている重み付けを掛けた値を類似度として算出する。画像処理部４は
、ｓ３７で算出した各エリアの類似度に基づいて、今回画像を読み取った紙幣が真券であ
るかどうかを識別する（ｓ３８）。ｓ３８では、例えば今回類似度を算出した全てのエリ
アにおいて、その類似度が予め定めた閾値よりも小さければ真券であると識別し、その類
似度が予め定めた閾値よりも大きいエリアが１つでもあれば真券であると識別しない。
【００２６】
　また、画像処理部４は、ｓ２の外形形状検出処理で検出できなかった角が２つである紙
幣であれば（２つの角が検出された紙幣であれば）、紙幣情報記憶部６に記憶している紙
幣の基準画像との位置合せを、図２（Ｂ）に示したように、検出できた２つの角を結ぶ直
線の中心で行う（ｓ３２→ｓ３９）。画像処理部４は、基準画像と読取画像との位置合せ
を完了すると、ｓ２における外形形状検出処理で検出した紙幣の欠損部分および折れ部分
を今回の紙幣の識別に用いない領域に設定する（ｓ４０）。ｓ４０では、ｓ３５と同様に
紙幣の欠損部分および折れ部分をマスクする。そして、画像処理部４は重み付けテーブル
記憶部６から、検出されている２つの角を結ぶ直線の中心で位置合せを行ったときに用い
る重み付けテーブル（図３（Ｂ）に示す重み付けテーブル）を読み出す（ｓ４１）。ｓ４
１で読み出す重み付けテーブルは、上述したように基準画像との位置合せを行った２つの
角を結ぶ直線に近いほど重みが大きい。画像処理部４は、ｓ４０でマスクした領域を除い
た領域で、上述したｓ３７にかかる処理を行い、ｓ４１で読み出した重み付けテーブルに
おいて縦、横に分割されている紙幣のエリア毎に類似度を算出する。そして、画像処理部
４は、ｓ３８で算出した各エリアの類似度に基づいて、今回画像を読み取った紙幣が真券
であるかどうかを識別する。
【００２７】
　また、画像処理部４は、ｓ２の外形形状検出処理で検出できなかった角が３つである紙
幣であれば（１つの角が検出された紙幣であれば）、紙幣情報記憶部６に記憶している紙
幣の基準画像との位置合せを、図２（Ｃ）に示したように、検出されている１つの角で行
う（ｓ３３→ｓ４２）。画像処理部４は、基準画像と読取画像との位置合せを完了すると
、ｓ２における外形形状検出処理で検出した紙幣の欠損部分および折れ部分を今回の紙幣
の識別に用いない領域に設定する（ｓ４３）。ｓ４３では、上述したｓ３５と同様に紙幣
の欠損部分および折れ部分をマスクする。そして、画像処理部４は重み付けテーブル記憶
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部６から、検出されている角で位置合せを行ったときに用いる重み付けテーブル（図３（
Ｃ）に示す重み付けテーブル）を読み出す（ｓ４４）。ｓ４４で読み出す重み付けテーブ
ルは、上述したように基準画像との位置合せを行った角に近いほど重みが大きい。画像処
理部４は、ｓ４３でマスクした領域を除いた領域で、上述したｓ３７にかかる処理を行っ
て、ｓ４４で読み出した重み付けテーブルにおいて縦、横に分割されている紙幣のエリア
毎に類似度を算出する。そして、画像処理部４は、ｓ３８で算出した各エリアの類似度に
基づいて、今回画像を読み取った紙幣が真券であるかどうかを識別する。
【００２８】
　さらに、画像処理部４は、ｓ２の外形形状検出処理で検出できなかった角が４つである
紙幣であれば（いずれの角も検出できなかった紙幣であれば）、ｓ４５で真券でないと識
別し、本処理を終了する。この場合、基準画像との照合にかかる処理については行われな
い。
【００２９】
　紙幣処理装置１は、ｓ７にかかる識別処理が完了すると、出力部７から識別結果を出力
し（ｓ８）、この識別結果を上位装置に通知する。そして、真券であると識別しなかった
紙幣については放出し（ｓ９→ｓ１０）、この紙幣を投入した者に返却する。一方、真券
であると識別した紙幣については、ｓ５またはｓ６で設定した損券レベルが大であれば、
装置本体に設けられている回収箱に回収し（ｓ９→ｓ１１→ｓ１３）、損券レベルが小で
あれば装置本体に設けられているリサイクル箱に回収する（ｓ９→ｓ１１→ｓ１２）。回
収箱はリサイクルしない紙幣を回収するために設けた箱であり、リサイクル箱は折れを直
してリサイクルする紙幣を回収するために設けた箱である。
【００３０】
　このように、この実施形態の紙幣処理装置１は、本体に投入された紙幣について、その
外形形状を検出したときに、紙幣の角が少なくとも１つ検出できれば、検出できた紙幣の
角に応じて基準画像と紙幣の読取画像との位置合せを行って、両画像を照合するので、真
券であるにもかかわらず、真券であると識別できずに放出する紙幣の発生を十分に抑える
ことができる。さらに、基準画像との照合時における位置合せを行った位置に応じて、重
み付けしたテーブルを用いて両画像の照合を行うので、紙幣の識別精度の低下を略確実に
防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】この実施形態の紙幣識別装置の構成を示すブロック図である。
【図２】読取画像と基準画像との位置合せを行う位置を説明する図である。
【図３】基準画像と読取画像とのマッチング時に用いる重み付けテーブルを示す図である
。
【図４】この実施形態の紙幣識別装置における紙幣の識別処理を示すフローチャートであ
る。
【図５】この実施形態の紙幣識別装置における外形形状検出処理を示すフローチャートで
ある。
【図６】外形形状検出処理により紙幣の角が検出されるパターンを示す図である。
【図７】この実施形態の紙幣識別装置における紙幣識別処理を示すフローチャートである
。
【符号の説明】
【００３２】
　１－紙幣識別装置
　２－制御部
　３－画像読取部
　４－画像処理部
　５－紙幣情報記憶部
　６－重み付けテーブル記憶部
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　７－出力部
　８－紙幣搬送部
　９－厚み検出部

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】
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